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　生活スタイルが多様化
し、様々なニーズが生まれ、
商品も多様化しているのは
嬉しい悲鳴だが、リアル店
舗のみならずTVをはじめ
ネット販売など誰でも販売
できるチャンネルが増える
中で、「正しい情報」と「正し
い価値」を伝えることが急
務となっている。
　それには資格取得など
による教育の底上げが必
要となるが、知識のアップ
デートを含め教育学びに
時間とお金をかける企業は
年々減っている。
　ここで改めて、資格取得
と教育がどれほど大切なも
のかを考えるために、2022
年にGem-A宝石学ディプ
ロマ試験をPass Merit（高
得点）で合格し、FGAの称
号を取得した、宝石専門
チャンネルGSTVで活躍す
る渡邊直哉氏に、資格取得
のきっかけや今後の展望を
聞き、学びや資格取得の大
切さを業界全体で考えてい
きたい。

FGAを目指したきっかけを
教えてください

　「宝石について体系的に勉
強したことがないままGSTV
に出演し、さまざまな宝石を

紹介していく中で、テレビのコ
メンテーターが言ったことを
視聴者の皆さんがそのまま信
じるという影響力の強さを感
じ、自分の言っている内容は
本当に正しいのかなど、常に
不安を感じながら仕事をして
いました。そんな時に、新型コ
ロナウイルスによって販売関
係のイベントが中止となり、仕
事がなくなったのを機に、逆
にここは資格取得の勉強を
始めるチャンスだと前向きに
捉え、FGAの資格取得に挑
戦しました。会社の中にFGA
の取得者がいましたので、
FGAを取得するメリットにつ
いても知っていました。」

Gem-A宝石学の授業は
どうでしたか？

　「ファンデーションの授業
は非常に楽しかったです。通
学制だったので、宝石に関す
る様々な知識を直接先生か

ら得られたの
もメリットでし
た。しかし、ディ
プロマは楽し
いけれど大変
でした。試験

が近づくにつれ、プレッシャーがかかり、
よく眠れないこともあったほどです。そん
な時は、一緒に学ぶ仲間の存在が大き
かったですね。ライバル関係というより、
みんな一緒に合格しようという気持ちで
目標に向かいました。授業で足りない部
分を補うために、オンラインミーティング

を毎週開いて意見を交わし
たり、集まって勉強会を開く
などしてお互いに切磋琢磨し
ました。さらに、ひたすらテキ
ストを読み込めばいい筆記
試験とは違う実技試験もあ
り、私の仕事では実際に鑑別
実技はやったことがなかった

ので、たくさん練習しました。」

FGAの資格取得は仕事に
どう役立っていますか？

　「現在は、ショールームの店長をしな
がら、GSTVへの出演や販売イベント
で店頭に立ったりしています。TVに出
る時は、FGAの肩書がつくようになり、
自分も以前より自信をもって宝石の説
明ができるようになりました。そうなると
視聴者の皆さんの見る目も変わってき
ているように感じます。この人の言って
いることは信頼できると思ってもらえて
いると思います。実際、お客様の中でも
FGAは取得が難しく、すごい資格であ
るという認識があるので、直接話をして
いても以前より反応が良くなりました。
するとTVにもたくさん出たいという気
持ちが強まり、販売会でもお客様とど
んどん話して信頼を得たいと思うように
なりました。会社の中でも有資格者とい
うことで、今後は仕事の幅が広がって
いく予定です。今年は、アフリカの鉱山

にも取材に行くことになりました。また
資格手当も出るようになりました。」

宝飾業界人にとって宝石学を
学ぶ意義とはなんでしょう？

　「ジュエリーや宝石の世界では、残
念ながらまだきちんと勉強していない
人が、店頭に立って販売していること
が多くみられると思います。お客様は、
いろいろな店舗をめぐって、知識のある
店員、ない店員、さまざまな人から話を
聞いています。その結果、人によって
言っていることが違うと思うお客様も
多いのではないでしょうか。これは結果

として宝石の信頼性が失わ
れていくことにつながってい
ます。実際、買取のお店など
では、貴金属の査定のみで
宝石については0円というこ
とも珍しくありません。これ
は、正確な情報を発信でき
ていない売り手側の責任で

もあります。どこかで聞いた情報やネッ
トで見た情報など不確かな情報を伝え
てしまうと、お客様は間違った情報を
信じてしまい、あげくにクレームにつな

がることもあります。我々は、正しく正確
な知識を身につけ、正しく宝石を売っ
ていかないといけないのです。自分たち
の売った宝石を資産として価値のある
ものにしていきたいと思っています。私
もFGAの資格を取得しましたが、これ
で終わりではありません。宝石について
は日々新しい情報が出ています。自分も
常にアップデートしていかないとすぐに
追いつかなくなってしまいます。私はこ

　甲府・山梨は宝石の街として知
られ、2021年にジャパンジュエ
リーフェアを同会場で開催した際
は、コロナ禍でも期待を上回る県
外からの来場者がシャトルバスな
どを活用し、お越しくださいました。
結果として、ご出展頂いた県外の
出展社様からは、“山梨県という一
大生産地のためか、生産に必要な
ルースを探されているバイヤー様
が多く、東京の展示会だと関東圏
のバイヤーが中心となるが、山梨
開催で名古屋や関西のバイヤー
にも多数会えた”との声を頂きまし
た。また、今回新たに出展社を探し
ている中で“生産地の展示会とい
うことで生産に必要な宝石鑑別機
器を販売することができるチャンス
がある”との期待から出展を決めて
頂いた県外の出展社様もいます。
　「宝石の街甲府」は海外にも知
られ、海外から山梨のジュエリー
業界への販売を期待し出展を検
討されている業者様もいらっしゃ
います。これも山梨県が長らく宝飾
品の加工・生産に携わり、日本唯
一の公立の宝飾専門学校を持つ
など宝飾に力をいれてきたからこ
その結果だと感じています。
　一方で、山梨県としてはリニアの
開通も見越し、今後山梨県を国内外

にアピールすることを考えています。
　「宝石の街甲府」は山梨をアピー
ルできるひとつの特長ですので、そ
のきっかけとして「山梨ジュエリー
フェア」を活用し、宝飾はもちろん山
梨の魅力である観光（温泉、富士五
湖、昇仙峡、果物等）に波及してい
くことが期待されています。
　展示会が成功すれば来場者が
増え、宝石の買い付けだけでなく
宿泊や延泊しての観光にもつなが
ります。
　以上を踏まえて弊社と山梨県や
市との取り組みとして会場内に山梨
県のブースを設けて宝石加工の技
術の披露、山梨県宝飾美術専門学
校の生徒作品展示、やまなし伝統工
芸館の展示等で宝石の街のアピー
ルをすることとなりました。またアクセ
ス向上のため甲府駅から会場である
アイメッセ山梨との循環バスの運行
を市と取り決め運行致します。
　このように県や市と協力しなが
ら展示会を育てていくという趣旨
で、従来ある展示会と差別化でき
る展示会を作りあげておりますの
で、皆様会場にお越し頂きご意見
を頂ければと思います。
　▼「山梨ジュエリーフェア」は山
梨県甲府市で4月12日～14日に
開催されます。

県や市と協力しながら
差別化された展示会を育んでいく
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